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下町のロシア料理　その１

急速な変化に対応し、復興から成長へとつなぐために

―４―

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

全
国
の
旅
館
経
営
者
向
け
リョケン

「ＫＵＭＡ」の発表会を開催
アステック

ユニットバスの新製品

ＪＴＢ
旅ホ連
「
お
て
つ
た
び
」と
業
務
提
携

会
員
に
マ
ッ
チ
ン
グ
費
補
助

大建工業

抗
ウ
イ
ル
ス
機
能「
ビ
オ
タ
ス
ク
」

ド
ア
錠
な
ど
に
追
加

機
能
性
表
示
食
品

東
急
電
鉄
に
寄
贈

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ

　
１
９
６
９
年
の
創
業
以
来

変
わ
ら
ぬ
味
を
提
供
し
続
け

て
い
る
、
東
京
浅
草
寺
雷
門

近
く
の
「
浅
草
マ
ノ
ス
」
。

同
店
公
式
サ
イ
ト
に
は
「
ロ

シ
ヤ
料
理
店
か
ら
始
ま
っ
た

下
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
あ

り
、
ボ
ル
シ
チ
な
ど
定
番
ロ

シ
ア
料
理
の
他
、
帆
立
の
コ

キ
ー
ル
や
カ
ニ
コ
ロ
ッ
ケ
な

ど
洋
食
も
い
た
だ
け
る
。

　
同
店
に
は
名
物
料
理
が
い

く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
一
つ

が
「
つ
ぼ
焼
き
の
ク
リ
ー
ム

ス
ー
プ
」
。
ピ
ロ
シ
キ
の
生

地
を
カ
ッ
プ
に
被
せ
て
オ
ー

ブ
ン
で
焼
い
た
ス
ー
プ
で
、

こ
ん
も
り
膨
ら
ん
だ
パ
ン
生

地
が
キ
ノ
コ
の
よ
う
。
カ
ッ

プ
の
取
っ
手
に
、
小
さ
な
布

の
鍋
つ
か
み
が
付
い
て
い
る

の
が
カ
ワ
イ
イ
。

　
中
に
は
濃
厚
な
ク
リ
ー
ム

ス
ー
プ
と
帆
立
が
。
ム
チ
ャ

ク
チ
ャ
コ
ク
が
あ
る
の
に
く

ど
く
な
い
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

で
、
お
代
わ
り
し
た
く
な
っ

ち
ゃ
う
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
コ
レ
っ

て
ロ
シ
ア
料
理
？
と
調
べ
た

と
こ
ろ
、「
ガ
ル
シ
ョ
ー
ク
」

と
い
う
深
鍋
を
意
味
す
る
ロ

シ
ア
語
で
呼
ば
れ
る
、
正
真

正
銘
の
ロ
シ
ア
料
理
で
あ
っ

た
。
日
本
で
は
そ
の
見
た
目

か
ら
、
キ
ノ
コ
を
意
味
す
る

「
グ
リ
ブ
イ
」
と
も
呼
ば
れ

る
が
、
ど
う
や
ら
日
本
で
付

い
た
名
前
ら
し
い
。

　
お
次
は
「
ボ
ル
シ
チ
」
。

世
界
三
大
ス
ー
プ
の
一
つ
と

さ
れ
る
王
道
の
ロ
シ
ア
料
理

だ
。
同
店
の
そ
れ
は
全
て
を

赤
く
染
め
る
ビ
ー
ツ
が
濃
す

ぎ
ず
上
品
な
味
わ
い
だ
が
、

し
っ
か
り
う
ま
味
が
あ
り
、

ほ
ん
の
り
甘
味
も
あ
っ
て
、

ホ
ッ
と
す
る
味
。
元
来
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
伝
統
料
理
で
、
近

世
に
入
っ
て
か
ら
ロ
シ
ア
で

も
広
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
そ
し
て
人
気
の
メ
イ
ン
デ

ィ
ッ
シ
ュ
が
「
ビ
ー
フ
ス
ト

ロ
ガ
ノ
フ
」
。
ひ
と
口
大
に

切
っ
た
牛
肉
を
、
ロ
シ
ア
の

サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム
「
ス
メ
タ

ナ
」
で
煮
込
ん
だ
料
理
。
発

祥
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

が
、

～

世
紀
に
か
け
て

隆
盛
を
極
め
た
ス
ト
ロ
ガ
ノ

フ
伯
爵
家
に
由
来
す
る
と
い

う
も
の
が
有
力
。
現
地
で
も

人
気
だ
そ
う
だ
が
、
広
ま
っ

た
の
は
意
外
に
も

世
紀
に

入
っ
て
か
ら
だ
と
か
。

　
難
し
い
こ
と
は
さ
て
お

き
、
同
店
の
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ

は
ベ
ー
ジ
ュ
色
の
ソ
ー
ス
を

ま
と
っ
た
牛
肉
と
キ
ノ
コ
、

白
い
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
と
緑

の
ほ
う
れ
ん
草
の
ソ
テ
ー
、

黄
色
い
サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
が

盛
り
合
わ
せ
て
あ
り
、
真
っ

赤
な
ピ
ン
ク
ペ
ッ
パ
ー
が
あ

し
ら
わ
れ
、
彩
り
は
カ
ン
ペ

キ
。
お
味
は
と
言
う
と
、
酸

味
が
強
過
ぎ
ず
マ
イ
ル
ド
だ

が
深
い
味
わ
い
。
お
肉
は
煮

込
み
料
理
と
言
う
よ
り
む
し

ろ
サ
ッ
と
焼
い
て
ソ
ー
ス
と

絡
め
た
感
じ
で
柔
ら
か
く
、

ペ
ロ
ッ
と
い
た
だ
け
ち
ゃ

う
。

　
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た
い

の
が
「
ピ
ロ
シ
キ
」
だ
。
具

材
の
詰
ま
っ
た
パ
ン
で
、
現

地
で
は
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
こ

と
が
多
い
そ
う
だ
が
、
油
で

揚
げ
た
も
の
も
。
専
門
店
も

あ
る
と
い
い
、
気
軽
に
食
べ

ら
れ
る
ロ
シ
ア
の
伝
統
食
。

日
本
の
「
カ
レ
ー
パ
ン
」
は

ピ
ロ
シ
キ
に
着
想
を
得
て
作

ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
同
店
は
揚
げ
タ
イ
プ
だ

が
、
カ
レ
ー
パ
ン
の
よ
う
に

パ
ン
粉
は
つ
い
て
い
な
い
。

外
側
が
薄
い
の
に
ひ
き
肉
が

ビ
ッ
シ
リ
で
、
包
む
の
に
技

術
が
要
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

重
量
感
タ
ッ
プ
リ
な
の
に
ナ

ゼ
か
サ
ッ
パ
リ
。
別
添
の
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
も
い
い
仕
事
を

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
忘
れ
ち
ゃ
い
け

な
い
逸
品
が
、
ロ
ー
ル
キ
ャ

ベ
ツ
な
ら
ぬ
「
キ
ャ
ベ
ツ
ロ

ー
ル
」
！
　

　
続
き
は
次
号
で
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
口
福

を
お
届
け
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
！

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

　
２
０
２
０
年
は
劇
的
な
変
化

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
旅
行
業

界
が
コ
ロ
ナ
以
前
の
水
準
に
回

復
す
る
に
は
、
ま
だ
時
間
が
か

か
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
未
知
の
要
素
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
危
機
に
直
面
し

た
旅
行
業
界
で
は
結
果
的
に
革

新
の
ス
ピ
ー
ド
が
高
ま
っ
た

り
、
新
し
い
取
り
組
み
が
始
ま

っ
た
り
し
て
お
り
、
前
進
し
続

け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
筋
の

希
望
の
光
が
差
し
込
ん
で
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
成
長
と
変
化
の

時
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
過
去
８
カ
月
間
で
、
私
た
ち

の
生
活
は
大
き
な
変
化
に
見
舞

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。特
に
、

人
と
の
接
し
方
、
買
い
物
の
仕

方
、
支
払
い
方
法
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
化

に
伴
い
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
驚
異
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
加
速
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
消
費
者
お
よ
び
企
業

の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
約
８
週
間

で
５
年
先
ま
で
進
ん
だ
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
業
界
の

成
功
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
果
た

す
役
割

　
変
化
の
時
代
に
お
い
て
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
有
効
活
用
は
最

重
要
課
題
で
す
。
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
デ
ー
タ
処
理
を
可
能
と
す

る
洗
練
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
も
は
や
必
須

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
需

要
の
変
動
が
激
し
く
、
過
去
の

デ
ー
タ
が
参
考
に
な
り
づ
ら
い

今
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
は

必
要
不
可
欠
で
す
。
宿
泊
施
設

の
経
営
者
は
今
、
ど
こ
に
、
ど

の
よ
う
な
需
要
が
あ
る
の
か
を

何
よ
り
も
知
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
競
合
施
設
の
動
き
を

察
知
す
る
能
力
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
柔
軟
な
対
応
と
透
明
性
を
示

す
こ
と
に
よ
り
、
旅
行
者
が
安

心
し
て
予
約
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
が
、
こ

う
し
た
新
た
な
現
実
へ
の
架
け

橋
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
競
争
力
の
維
持

　
レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
（
収
益
管
理
）
は
宿
泊
施
設

の
経
営
の
根
幹
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
レ
ベ

ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
ま

つ
わ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
普
及

は
ま
だ
十
分
に
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。
収
益
管
理
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

弊
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
施
設
の
皆

さ
ま
は
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
正

し
い
意
思
決
定
が
可
能
と
な
る

で
し
ょ
う
。
直
観
や
憶
測
に
頼

る
必
要
性
は
も
は
や
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
デ
ー
タ
を
利
用
し
た

レ
ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
宿
泊

施
設
は
僅
少
で
す
。
競
合
施
設

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
需
要
に
関
す

る
貴
重
な
情
報
を
入
手
す
る
手

段
を
持
た
な
い
施
設
は
、
激
し

い
市
場
競
争
で
不
利
な
立
場
を

強
い
ら
れ
ま
す
。

　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｇ
ｒ
ｏ

ｕ
ｐ
で
は
パ
ー
ト
ナ
ー
施
設
の

皆
さ
ま
に
デ
ー
タ
主
導
型
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
予
想
を
提
供
す
る
レ

ベ
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

ツ
ー
ル
Ｒ
ｅ
ｖ
＋
を
無
償
で
ご

提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ツ
ー

ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

例
え
ば
、
周
辺
宿
泊
施
設
の
販

売
価
格
や
需
要
予
測
な
ど
に
基

づ
い
た
適
正
販
売
価
格
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

た
び
弊
社
で
は
、
レ
ベ
ニ
ュ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
普
及
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
に
、「
Ｒ
ｅ
ｖ
＋
Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
　

Ａ
Ｐ
Ｉ
」の
ご
提
供

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
新
し

い
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
Ｒ

ｅ
ｖ
＋
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報

と
需
要
分
析
デ
ー
タ
を
直
接
、

チ
ャ
ネ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
公

開
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、日

々
の
業
務
管
理
に
チ
ャ
ネ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い

る
パ
ー
ト
ナ
ー
施
設
さ
ま
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
さ
ら
な
る

改
善
に
貢
献
で
き
ま
す
。
Ｓ
ａ

ｂ
ｒ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

ｉ
ｔ
ｙ
社
は
、
い
ち
早
く
こ
の

新
し
い
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
介
し
て
Ｅ
ｘ

ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
か

ら
の
デ
ー
タ
を
、
自
社
が
提
供

す
る
チ
ャ
ネ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
取
り
込
み
ま
し
た
。
ご
利
用

の
施
設
の
皆
さ
ま
は
貴
重
な
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
に
基
づ
く

分
析
デ
ー
タ
と
推
奨
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
入
手
で
き
ま
す
。

　
弊
社
の
目
標
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
提
供
を
通
じ
て
パ
ー
ト

ナ
ー
施
設
の
皆
さ
ま
の
業
務
改

善
と
競
争
力
強
化
を
促
進
す
る

こ
と
で
す
。
弊
社
は
、
長
期
的

視
野
を
も
っ
て
先
進
的
な
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
パ
ー
ト

ナ
ー
施
設
の
皆
さ
ま
の
復
興
と

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
を
継
続
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
　

マ
イ
ケ
ル
・
ダ
イ
ク
ス
）

　
　
　
　
　
　
（
随
時
掲
載
）

（２１） 第３０６２号第３種郵便物認可２０２１年（令和３年）１月１日（金曜日）

佐野社長

新製品WABUROKUMAと内山社長（右から
２人目）ら

　
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
は


月
４
日
、
東
急
電
鉄
に
、
日

本
初
の
免
疫
機
能
の
機
能
性

表
示
食
品
「
ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

（
イ
ミ
ュ
ー
ズ
）
」
ブ
ラ
ン

ド
か
ら
新
発
売
し
た
飲
料

「
キ
リ
ン
　
ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
　

レ
モ
ン
」
「
同
水
」
「
同
ヨ

ー
グ
ル
ト
テ
イ
ス
ト
」
合
計

約
５
万
本
を
寄
贈
し
た
。
運

転
士
や
車
掌
、
駅
勤
務
員
ら

従
業
員
の
日
々
の
健
康
維
持

に
役
立
て
て
も
ら
う
。

　
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
経
営
で
の
重
点
課
題

の
一
つ
で
あ
る
「
健
康
」
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
独
自

素
材
「
プ
ラ
ズ
マ
乳
酸
菌
」

を
使
用
し
た
ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
ブ

ラ
ン
ド
の
商
品
を
展
開
。
ｉ

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
ブ
ラ
ン
ド
は
、
機

能
性
表
示
食
品
制
度
の
「
健

康
な
人
の
免
疫
機
能
の
維
持

を
サ
ポ
ー
ト
（
プ
ラ
ズ
マ
乳

酸
菌
の
研
究
報
告
）
」
に
関

す
る
表
示
で
、
免
疫
機
能
で

初
め
て
消
費
者
庁
に
届
け
出

受
理
さ
れ
た
商
品
。

　
寄
贈
式
で
東
急
電
鉄
の
渡

邊
巧
社
長
は
「
ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

を
継
続
的
に
飲
用
し
、
体
調

管
理
を
し
っ
か
り
行
う
と
と

も
に
、
鉄
道
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
精
一
杯
努
力
を
続

け
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
大
建
工
業（
大
阪
市
北
区
）

は
、
昨
今
の
抗
ウ
イ
ル
ス
機

能
を
持
つ
製
品
の
需
要
の
高

ま
り
を
受
け
、
空
気
中
や
手

か
ら
製
品
上
に
付
着
し
た
特

定
ウ
イ
ル
ス
の
数
を
減
少
さ

せ
る
同
社
独
自
の
抗
ウ
イ
ル

ス
機
能
「
ビ
オ
タ
ス
ク
」
を

室
内
ド
ア
の
錠
部
分
や
収
納

扉
用
ハ
ン
ド
ル
、
階
段
部
材

笠
木
セ
ッ
ト
な
ど
の
接
触
部

位
に
、
新
た
に
オ
プ
シ
ョ
ン

仕
様
と
し
て
設
定
し
た
。

　
ビ
オ
タ
ス
ク
は
、
同
社
の

抗
ウ
イ
ル
ス
機
能
に
対
す
る

独
自
名
称
で
、
２
０
１
２
年

に
建
材
業
界
の
基
準
制
定
に

先
駆
け
て
確
立
し
た
技
術
。

未
加
工
品
と
比
較
し
て
、
製

品
上
に
付
着
し
た
特
定
ウ
イ

ル
ス
の
数
を

時
間
で

％

以
上
減
少
さ
せ
る
。

　
こ
れ
ま
で
ビ
オ
タ
ス
ク
機

能
対
応
製
品
と
し
て
、
手
す

や
に
ぎ
り
バ
ー
、
室
内
ド
ア

の
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
、
引
戸

の
引
手
な
ど
を
展
開
。現
在
、

コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
オ
タ
ス
ク
へ

の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
、

今
後
も
抗
ウ
イ
ル
ス
製
品
に

は
引
き
続
き
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
る
と
見
込
み
、
対
応

製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充

す
る
こ
と
に
し
た
。

　
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

ビ
オ
タ
ス
ク
を
通
じ
て
安
心

の
空
間
づ
く
り
を
提
案
す
る

Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
・
カ
タ

ロ
グ「
住
ま
い
の
感
染
対
策
」

「
施
設
の
感
染
対
策
」
を
そ

れ
ぞ
れ
公
開
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
は
、
人
手
不
足
で
困
る

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
と
、
そ

の
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
旅

行
を
し
た
い
若
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

「
お
て
つ
た
び
」
（
東
京
都

渋
谷
区
）
と
業
務
提
携
を
行

っ
た
。
会
員
旅
館
・
ホ
テ
ル

に
対
し
、
繁
忙
期
に
従
業
員

が
足
り
な
い
と
い
う
課
題
の

解
決
に
向
け
て
マ
ッ
チ
ン
グ

費
用
の
補
助
を

月

日
か

ら
開
始
し
た
。

　
両
者
は
、
手
伝
い
を
し
な

が
ら
地
域
や
宿
泊
施
設
の
魅

力
を
発
見
す
る
新
し
い
旅
行

の
ス
タ
イ
ル
を
推
進
す
る
。

　
お
て
つ
た
び
の
利
用
で
か

か
る
費
用
は
、
若
者
へ
支
払

う
報
酬
（
時
給
換
算
８
５
０

～
千
円
ほ
ど
）
と
そ
の
報
酬

の

％
の
マ
ッ
チ
ン
グ
費
、

保
険
料
（
１
日
当
た
り
１
人

３
５
０
円
）
。
登
録
料
や
掲

載
料
は
不
要
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
で
は
そ
の
う
ち
マ
ッ
チ
ン

グ
費
の

％
を
補
助
す
る

（
１
施
設
の
上
限
補
助
額
は

年
間
２
万
５
千
円
）
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
側
は
、
住

み
込
み
で
の
手
伝
い
で
あ
る

た
め
、
若
者
が
寝
泊
ま
り
す

る
寝
床
の
用
意
が
必
要
。

　
浴
槽
・
浴
室
メ
ー
カ
ー
の

ア
ス
テ
ッ
ク
（
神
奈
川
県
横

浜
市
、
内
山
繁
社
長
）
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
「
Ｗ
Ａ
Ｂ
Ｕ

Ｒ
Ｏ
（
わ
ぶ
ろ
）
」
シ
リ
ー

ズ
の
新
製
品
「
同
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

（
く
ま
）
」
を
発
売
し
た
。

同
社
は
こ
れ
を
記
念
し
て


月

日
、
同
社
南
麻
布
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
（
東
京
都
港
区
）

で
新
製
品
発
表
会
を
開
催
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
拡
が
る

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
空
間
」
で
、

創
立

周
年
の
集
大
成
と
し

て
建
築
家
、
隈
研
吾
氏
と
連

携
し
た
。

　
最
大
の
特
徴
は
、
洗
面
室

と
浴
槽
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
い
だ
点
。
浴
室
と
洗
面
室

の
仕
切
り
は
透
明
ガ
ラ
ス
仕

様
と
し
、
「
広
々
と
し
た
ゆ

と
り
の
空
間
が
提
供
で
き

る
」
と
同
社
。

　
隈
氏
な
ら
で
は
の
自
然
素

材
を
大
切
に
し
た
部
材
選
定

と
、デ
ザ
イ
ン
構
成
も
特
徴
。

天
然
木
と
天
然
石
の
ツ
ー
ト

ン
で
構
成
。
浴
室
、
洗
面
室

の
上
面
一
体
と
壁
面
に
配
さ

れ
た
縞
目
の
天
然
木
は
、
最

高
ク
ラ
ス
の
天
然
檜ひ

の
き

を
使

用
。浴
槽
に
は
石
室
浴
槽
を
、

石
床
面
に
は
ス
イ
ス
・
ア
ル

プ
ス
の
海
抜
１
２
０
０
㍍
の

高
地
で
採
掘
さ
れ
、
希
少
な

石
材
と
さ
れ
る
バ
ル
ス
ス
ト

ー
ン
を
採
用
し
た
。

　
基
準
外
形
寸
法
は
、
幅
１

６
８
０
㍉
×
奥
行
き
４
１
２

０
㍉
×
高
さ
２
２
６
３
（
２

６
５
３
）
㍉
。

　
隈
氏
は
、
「
さ
ま
ざ
ま
な

住
環
境
に
対
応
で
き
る
よ
う

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
利
用
し

た
。
浴
槽
と
洗
い
場
が
分
か

れ
て
い
る
日
本
の
バ
ス
ス
タ

イ
ル
は
海
外
の
浴
槽
だ
け
の

そ
れ
に
比
べ
る
と
面
積
効
率

が
悪
い
よ
う
に
思
え
る
が
、

そ
こ
に
日
本
人
特
有
の
風
呂

文
化
を
愛
す
る
気
持
ち
が
垣

間
見
ら
れ
る
。
小
さ
な
住
空

間
の
中
で
あ
っ
て
も
豊
か
さ

を
得
ら
れ
る
場
所
と
し
て
デ

ザ
イ
ン
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト

を
出
し
た
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先
は
、
ア
ス
テ
ッ
ク

☎
０
４
５
（
９
１
４
）
０
０

２
６
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
設
備
投

資
や
改
装
工
事
、社
員
研
修
、

販
売
促
進
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
リ
ョ
ケ
ン

（
静
岡
県
熱
海
市
）
は

月


日
、
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
例
年


月
に
、
全
国
の
旅
館
経
営

者
、
幹
部
ら
を
集
め
「
旅
館

大
学
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
開

講
し
て
い
る
が
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
禍
を
受
け
て
切
り
替
え

た
。

　
今
回
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
経
営
の
在
り
方
と
、
重
点

課
題
の
分
析
と
提
言
を
行
う

「
令
和
３
年
旅
館

の
経
営
指
針
」
に

基
づ
い
て
発
表
。

基
調
講
演
は
リ
ョ

ケ
ン
の
佐
野
洋
一

社
長
が
担
当
し

た
。
危
機
の
渦
中

に
あ
る
今
こ
そ
、
こ
れ
ま
で

の
経
営
の
在
り
方
を
変
革
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
し

て
「
高
収
益
経
営
へ
　
Ｃ
ｈ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
Ｃ
ｈ
ａ

ｎ
ｇ
ｅ
！
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
。
持
続
性
の
あ
る
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
」
の
経
営

の
在
り
方
を
は
じ
め
、
存
在

価
値
の
再
点
検
や
、
付
加
価

値
の
幅
を
広
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
探
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
学
ん
だ

こ
と
と
し
て
、
「
宿
泊
客
を

待
つ
以
外
に
も
売
る
術す

べ

は
あ

る
」と
指
摘
。持
ち
帰
り
や
、

仕
出
し
、
配
達
、
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
開

始
し
た
旅
館
の
事
例
な
ど
も

交
え
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、

危
機
に
備
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
説
い
た
。
具
体
的
に
は

①
手
元
流
動
性
の
大
切
さ
②

金
融
機
関
と
の
信
頼
関
係
③

安
定
的
な
自
己
資
本
比
率
④

顧
客
リ
ス
ト
の
整
備
⑤
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
意

義
―
の
５
点
を
挙
げ
た
。

　
今
、
経
営
者
が
や
る
べ
き

こ
と
と
し
て
、
事
態
終
息
後

の
経
営
に
つ
い
て
も
今
か
ら

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

し
た
。
具
体
的
に
は
、
短
期

と
中
長
期
の
両
方
の
視
点
で

経
営
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
短
期
は
あ
く
ま
で
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
徹
し
、
中
長

期
は
経
営
の
骨
組
み
を
見
つ

め
直
す
こ
と
が
重
要
と
し

た
。

　
当
日
は
、
「
経
営
計
画
リ

・
モ
デ
ル
の
年
　
量
か
ら
質

へ
」
と
題
し
た
経
営
指
針
の

テ
ー
マ
別
講
演
も
開
催
。
浜

荻
仁
志
常
務
を
は
じ
め
と
す

る
６
人
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
登
壇
し
た
。

　
併
せ
て
、
２
０
２
０
年
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
元

気
印
の
旅
館
と
し
て
、
「
皆

生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水
」

（
鳥
取
県
皆
生
温
泉
）
や

「
ホ
テ
ル
金
波
楼
」
（
兵
庫

県
日
和
山
温
泉
）
、
「
斎
藤

ホ
テ
ル
」
（
長
野
県
鹿
教
湯

温
泉
）
な
ど
の
事
例
を
紹
介

し
た
。




